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公益社団法⼈ ⽇本トライアスロン連合



本報告書は、スポーツ庁の委託事業として、《公益社団法⼈⽇本トライアスロン連合》が実施した令
和3年度スポーツ産業の成⻑促進事業「中央競技団体の経営⼒強化推進事業」（戦略的普及・
マーケティングの実施）の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引⽤等にはスポーツ庁の承認⼿続きが必要です。



⽬次

• 競技団体の経営⼒強化に向けた現状把握と課題整理

• NFマーケティングの必要性と⽅向性

• 本事業の実施概要

• 令和3年度の事業報告
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中央競技団体の経営⼒強化
に向けた普及事業の必要性



課題整理・現状把握

経営⼒強化に向けた課題整理

「現在のJTU短中⻑期計画の振り返り」と「予測される将来の事業環境」を踏まえ、新しい事業環境に適した経営戦略の⽴案が必要。

2019年9⽉にJTU短中⻑期計画「トライアスロン=健康スポーツ計画」を策定し、以下に定めた⽬標
の達成に向けて様々な活動を推進。

•短期計画︓2020年555ミッション
（登録会員5万⼈、⼤会数500⼤会、愛好者数50万⼈）達成

•中期計画︓2030年555ミッションの維持向上等
•⻑期計画︓トライアスロンの健康スポーツとしての位置確⽴等

⼀⽅で、2020年以降COVID-19の影響によってトライアスロンに限らずスポーツ界全体の事業環境
が⼤きく変化したことで現在のJTU短中⻑期計画に沿った取り組みが困難となり、計画全体を前提と
なる「事業環境の認識」および「その中での競技の在り⽅」といった部分から⾒直しを⾏う必要性が⽣じ
てきた。

上記の状況を踏まえ、「国内の中央競技団体を牽引し、⽇本のスポーツ界を変えていく」という想いのも
と、東京2020オリンピック後から新しい事業環境に適したJTU短中⻑期計画の策定し、競技の普及を
軸に経営⼒強化の推進すべく、各種事業に着⼿している。

• JTU短中⻑期計画の振り返りから、トライアスロンという競技の普及における価値を再定義する。
• 将来の事業環境を予測し、新しい事業環境に適した他の中央競技団体の模範となる普及事業の
推進を⾏う。
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戦略対象

事業環境の変化の影響を⼤きく受けていると想定される、競技の「普及」⾯を本事業の主なスコープとして推進する。

経営⼒強化に向けた課題整理
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社会全体の動向

経営⼒強化に向けた課題整理

COVID-19の影響で⼀⾒逆⾵に⾒える環境ではあるものの、「個⼈の趣味・⽣活に寄り添う」・「体験価値を訴求する」ことで
トライアスロンの普及に向けたチャンスを作り出していくことができる。

トライアスロンの普及に影響を与えるマクロ環境
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内部環境の動向

経営⼒強化に向けた課題整理
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普及に向けた⽅向性

経営⼒強化に向けた課題整理

分析結果を踏まえ、地域の愛好者が⾃発的にコミュニティを形成・拡⼤していく仕組みを構築することで「⼤会に依存せず、愛好者の
活動によって広がる普及の形」を実現していくことがトライアスロン普及に向けてのポイントになり、NF独⾃のマーケティング推進が不可
⽋である。
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中央競技団体の経営⼒強化に向けた
NFマーケティングの重要性



NFマーケティングに取り組むべき重要性

NFマーケティング活動の⽬的

「する」「みる」「⽀える」⼈・団体（→顧客）を拡⼤（→普及）し、
収益の拡⼤（→マーケティング）を図ること。

少⼦⾼齢化による⼈⼝減や趣味嗜好の多様化、2020オリパラ以降のスポンサー費や補助⾦減少など、

外部環境が変化する中、NFが持続的に発展するためには、当該スポーツを「する」「みる」「⽀える」⼈・団

体（＝顧客）を拡⼤する（→普及）とともに、収益の拡⼤（→マーケティング）を図り、より多くの⼈・団

体が当該スポーツの価値を享受する社会の実現を図る事が重要。

また、従来の「する」「みる」「⽀える」に加えて、スポーツが持つ価値を「活⽤する」事により、NF⾃⾝⼜は社

会課題の解決に貢献し、収益やブランド価値の向上を図ることができる。
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NFマーケティングに取り組むべき重要性

ガバナンス
等

普及・
マーケティ
ング

競技⼒
向上

普及・
マーケティ
ング

競技⼒
向上

ガバナンス
等

競技団体が取り組むべきマーケティング活動の役割

競技⼒強化に偏重した組織運営を⾒直し、収益基盤の安定（普及・
マーケティング）や組織のガバナンス強化に取り組むことが重要。
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NFマーケティングに取り組むべき重要性

トライアスロンにおけるテーマの策定

●競技への取り組み

どうすれば、トライアスロンに触れられるのか。

●こどもたちジュニア世代の競技環境の構築

強化・普及の両⾯を網羅する仕組み作りをどうするか。

●少⼦⾼齢化・⼈⼝減少社会への対応

地域の課題にどうやって貢献できるのか。

●東京２０２０以降のレガシーの継承

共⽣社会、多様性等の新たな社会課題とどのように連動するのか。

●コロナ時代への対応

安⼼安全な事業運営をどのように地域と共有していくのか。

●イノベーションによる成⻑や進化

サービス機関としての役割をデジタル等を活⽤してどう進化するか。

改めて「トライアスロン」を⾃⼰分析するために、

トライアスロンという競技⾃体を⾒直し、

トライアスロンが、社会や未来に何を残すのか、

トライアスロンは、何をしなければならないのか。

価値の再確認

社会への貢献

社会への還元
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NFマーケティングに取り組むべき重要性

スポーツ庁が掲げる 「スポーツによる地⽅創⽣・まちづくり」 へと繋げていく

スポーツ 「トライアスロン」 による社会貢献

「地域振興」 「地域活性化」となる
トライアスロンを通じた各種社会貢献事業を通じ、持続可能な好循環サイクルを⽣み出す
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NFマーケティングに取り組むべき重要性
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「トライアスロン・
パラトライアスロンの街」の推進

世界へ情報発信と国際化

すべての⼈が互いに認め合い 共
に⽣きていく社会づくり

スポーツツーリズム推進による 地
域経済の活性化

⼤会運営を通じた地球環境の
保全と創造への取り組み

パートナーシップによる
⼤会づくり（感謝そして未来へ）

1
2
3
4
5
6

安全・安⼼でホスピタリティに溢れ、満⾜度の⾼い⼤会を持続的に開催し、次世代を担うこども達をはじめ、誰
もがトライアスロン・パラトライアスロンに参加・携わることができる機会を醸成することで、様々な場⾯で活躍でき
る⼈材をレガシーとして残すとともに、スポーツへの参加意欲を⾼めて健康増進を図るなどの街づくりを推進しま
す

ライブ映像配信、テレビ放映、⼤会WEBサイトやSNSをはじめとするオウンドメディア等の様々な広報媒体を
活⽤して開催地の多彩な魅⼒を国内はもとより海外へ発信することにより、地域経済の活性化や地域ブラン
ド等のさらなる向上を図ります。

⼈種・価値観・障がいの有無などにかかわりなく、様々な⼈が⼤会に参加・携わることができる多様性のある⼤
会運営を⾏うことで、すべての⼈が⾃分らしく輝き、共に⽣きていく社会づくり（ソーシャル・インクルージョン）に
貢献します。

国内外からお迎えした多くの参加者や観戦者等と開催地の観光とを融合させて、開催地の新たな魅⼒の発
⾒ に つ な げ る と と も に 、 ト ラ イ ア ス ロ ン の 「 す る 、 み る 、 さ さ え る 」 通 じ た ス ポ ー ツ 観光 に
取り組むことで、地域ブランド向上と地域経済の波及に寄与します。

地⽅⾃治体および関係団体と連携した⽔質環境の改善や地球温暖化対策（ブルーカーボン事業等）への
参画等による地球環境への負荷軽減の取り組みを進めるなど、サステナビリティの⾼い⼤会運営を⾏うことでイ
ベントの持続可能性をサポートするための国際規格であるISO20121認証の取得を推奨するなど、海と陸の
環境を軸としたSDGsへの取り組みを進めます。

持続可能性に配慮した⼤会の実現に向けて、協賛パートナーとの活発な共創による連携事業の
推進はもとより、加盟団体、⼤会関係機関、協⼒会社、ボランティアなど、様々な⽅々とパートナーシップを築き、
誰もが主役の開かれた⼤会を多くの⽅々の参加・協働により共に創り上げていきます。

NFマーケティングに取り組むべき重要性
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「ESG」に配慮した取り組み

JTUはもとより、⼤会開催の地⽅⾃治体・LOCとも協⼒し、ESGの3つの観点に配慮した運営に取り組みます。
ー トライアスロンの持続可能な成⻑と価値の創造ー

NFマーケティングに取り組むべき重要性
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本事業の実施概要



実施全体概要

［１］調査概要

［１］調査概要

［１］調査概要

<Mission> 使命（＝⽬的）トライアスロン競技の更なる強化・普及を図り、健全な⼼⾝の発達に努め、競技団体としての社会的地位向上を図る
<Vision> 役割 （＝⽬標） [組織] スポーツ界をリードする信頼されるグローバルな組織の確⽴（トライアスロンの社会的価値創出、安全・安⼼な競技環境整備）

[強化] 継続性のあるアスリートの育成強化 （オリパラでのメダル獲得、トップレベルの選⼿・指導者の強化、育成システム確⽴）
[普及] 社会に調和と融合するトライアスロンの普及活動の推進 （会員登録数、競技愛好者数、国内⼤会数の増加）

IT技術等を活⽤した「トライアスロン＝健康スポーツ計画」の推進
・社会課題であるスポーツを通じた健康増進について、中央競技団体として競技団体が持つ権利と会員基盤DBとITU技術・他産業サービスを掛け合わし健康スポーツを切り⼝としたサービス
を展開し、競技者の満⾜度の向上、競技者数の拡⼤を図り、「トライアスロンの健康スポーツ」として⽴ち位置の確⽴させる。
・本事業での⽀援も受け、NF⾃らが保有する権利・資産をNF⾃⾝で戦略的に活⽤し、⾃⽴した経営を推進することで、競技団体の成功事例としてのロールモデルとなること⽬指す。

事業趣旨・⽬的

ミッション・ビジョン・中⻑期戦略

①会員登録数の増加︓5万⼈（2019年︓3万⼈）
②競技愛好者数︓50万⼈（2019年︓37.5万⼈）
③国内⼤会数︓500⼤会（2019年︓290⼤会）

Visionの中の具体的な⽬標
「555計画」（普及のみ数値⽬標設定）

＜Activity> 活動（＝⼿段）
・JTU会員登録価値の最⼤化 ・⽣涯スポーツとしての価値の最⼤化
・国内⼤会の充実 ・競技環境の整備
・関連企業・メディア連携強化 ・トライアスロンムーブメントの創出

＊図︓Activity 活動

上記を推進するために「トライアスロン＝健康スポーツ計画」を掲げ本事業の実施を推進していく。

【戦略・実⾏計画策定】
⽬標達成（現状とのギャップを埋める）に向け、会員登録や⼤会参加価値を⾼める施策を推進。

アクションプラン

1）デジタルプラットフォームの構築

JTU会員登録の価値最⼤化 及び トライアスロンムーブメントの創出に向けて、
JTU会員向け「マイページ」を充実させ、JTU会員の満⾜度向上、⼤会参加
数増加につなげる。

2019年度スポーツ産業の成
⻑促進事業「スポーツ団体
経営⼒強化推進事業」
対象事業（実施内容＊機
能の要件定義）

2）SNSサービスの拡充

登録会員や関係者とのコミュニケーションツールとして動画を⽤いた
サービスの展開を推進するため、専⾨チームを⽴ち上げ、動画サー
ビスの収益化を図る。

3）「健康スポーツ＝トライアスロン」
リアル×バーチャル サービスの推進

バーチャルバイクアプリを活⽤したトレーニングサービス、オンライントレー
ニングサポートサービス、Iot端末・ウェアラブル端末を活⽤した⼤会運
営サービスなど、健康を機軸にリアルとバーチャルを融合したサービスを
展開する。
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R3年度 事業実施報告



R3年度 事業実施報告

1）トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
2019年度スポーツ産業の成⻑促進事業「スポーツ団体経営⼒強化推進事業」中央競技団体による普及・マーケティングに係るモ
デル形成⽀援事業において要件定義を実施。要件定義内容を軸に、2020年度から継続し、本事業において構築の推進を⾏う。

2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進
登録会員やパートナー企業、関連ステークホルダーとのコミュニケーションツールとしてソーシャルネットワーキングサービスなどを⽤いた
サービスの展開を推進し、トライアスロン競技の社会的価値向上を⽬指す。

3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
バーチャルバイクアプリを活⽤したトレーニングサービス、オンライントレーニングサポートサービス、IoT端末・ウェアラブル端末を活⽤
した⼤会運営サービスなど、健康を機軸にリアルとバーチャルを融合したサービスを展開する。
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1）トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
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トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進

［１］調査概要

［１］調査概要

［１］調査概要2019-2020年度スポーツ産業の成⻑促進事業「スポーツ団体経営⼒強化推進事業」 中央競技団体による普及・マーケティングに係るモデル形成⽀援事業において要件定義を実施。要
件定義内容を軸に、本事業において構築の推進を⾏う。現在分散管理されている、選⼿の⼤会エントリー情報やリザルト・練習記録・写真などの情報を集約。選⼿の活動データをプラット
フォーム上に⼀元管理・ビックデータ化をすることで、選⼿に対するサービス向上だけでなく、安⼼安全な⼤会運営に役⽴てるほか、将来的には関連企業や団体へデータを提供し、新サービス・
商品の開発や販売促進に活⽤を⾏う。

事業趣旨・⽬的

実施内容と体制 ・2020年度に実施の要件定義を軸に「マイポータル」サービスのデモ機能を軸に、2021年度はリザルト表⽰機能・お知らせ機能の構築と会員システムの連携を⾏う。

公益社団法⼈⽇本トライアスロン連合（JTU）・役割︓全体進⾏管理

富⼠通株式会社
・役割︓マイポータルシステム開発
・実施事項︓画⾯設計およびデザイン制作と

WEBアプリケーションデモページの実装
・実施内容
2020年にデモページの実装に向けた画⾯デザインを基にWeb画⾯の
設計およびデザイン制作を実施。作成したデザインをWEBアプリ化しテ
スト環境に公開し、β版をリリース。

成果と課題

・成果物︓ポータルサイトフェーズ1（リザルト表⽰機能とお知らせ機能）のβ版（本番環境）のリリース。過去5年分のエイジランキング⼤会リザルト掲載
・課題 ︓・2021年度中に本番環境リリースを実施も。会員の利⽤実態評価まで実施を⾏うことができなかった。Β版リリースと合わせて、UIの改善をのPDCAサイクルを回し、機能
のサービス拡充を⾏う。

■実施体制イメージ
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［１］調査概要

トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
全体イメージ
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［１］調査概要

サービス利⽤者

システム化推進中のサービス

【Step1】
❶ JTU会員「Myポータル」サービス

・JTUからのお知らせ機能
・リザルト表⽰機能
・ランキング機能
・問い合わせ対応機能

【Step2】
❷ ⼤会運営を⽀えるサービス
・審判／ボランティア管理機能
・各都道府県連合WEB
／⼤会HPの統⼀

・収納管理機能
・情報セキュリティ機能

【Step3】
❸ 観客・ファン向けサービス
・周遊アプリ
・電⼦クーポン
・応援アプリ（BINGO）

【他競技への横展開】
・デジタルプラットフォーム
・会員登録システム
・観客・ファン向けサービス

→スポーツマイレージ
構想（仮称）

データの収集サービスの提供

選⼿ 観客／ファン JTU／⼤会運営事務局 ⾃治体審判／ボランティア

データの集約
データの活⽤

周辺産業への
データ提供／販売

⼤会記録
⾝体情報

スポーツデジタルプラットフォーム

会員情報

練習記録(距離・速さ・⽇時・GPS、他)

⼤会エントリ履歴
イベント来場履歴 購買履歴

コミュニティ情報 写真・動画

⾏動履歴(会場までの移動、他)

JTU会員登録の価値最⼤化 及び トライアスロンムーブメントの創出に向けて、JTU会員向け「MYポータル」を充実させ、JTU会
員の満⾜度向上、⼤会参加数増加につなげる。

トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
全体イメージ
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［１］調査概要
「JTU登録会員デジタルプラットフォーム」を構築することで、会員ロイヤリティの向上と、ガバナンス強化、普及拡⼤の基盤を形成し、持続的な収益構造の確⽴を
推進する。現在分散管理されている、選⼿の⼤会エントリー情報やリザルト・練習記録・写真などの情報を集約。選⼿の活動データをプラットフォーム上に⼀元管理・
ビックデータ化をすることで、選⼿に対するサービス向上だけでなく、安⼼安全な⼤会運営に役⽴てるほか、将来的には関連企業や団体へデータを提供し、新サービス・
商品の開発や販売促進に活⽤を⾏う。

JTU登録会員⽤ スポーツデジタルプラットフォームを構築施策⽬的

データ/デジタルを活⽤したプラットフォームを構築する

ことで、⽇本スポーツ界の全てのステークホルダーの、
さらなる成⻑を牽引

IoTを活⽤したスポーツ界全体における将来構想 「スポーツマイレージ」による新産業創出

デジタル＆データを活⽤することで、スポーツファンの
「する」・「みる」・「⽀える」が活性化し、アスリート、ファン、スポンサー、NF
にとってのオールWINを実現する

☑⽇本国⺠全体の健康寿命促進への寄与

☑健康意識の醸成と⾏動変容の促進

☑各競技間の垣根が無いコミュニティ

☑ユーザ登録制による参加者⾃⾝が主導

☑各競技間でシェアできるポイント制

☑dポイント等の主要ポイントサービスとの連携による裾野の拡がり

トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
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［１］調査概要

トライアスロンデジタルプラットフォームの構築推進(各画⾯イメージ／インフラ構成）

トライアスロンデジタルプラットフォームの構築の推進
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2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進



2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進

［１］調査概要

［１］調査概要

［１］調査概要競技団体が保有するコンテンツ（権利・資産）を活⽤したコミュニケーション⼿法が、収益化（広告効果）、情報の伝達⼒などの観点から⾮常に重要となる。動画を含むコンテンツの管理運
⽤の内制化の推進を⾏い、⾃社メディアとしての動画活⽤の推進を図る。 2021年度は前年度実施した、コロナ禍でのコンテンツ事例調査をベースに、新様式での⽣活様式に応じたコンテンツ
配信、パートナー企業など関連ステークホルダーのアクティビティの開発を軸に、コンテンツの配信を⾏った。

事業趣旨・⽬的

実施内容

1）マーケティング事業局を中⼼とした、プロジェクト推進チームの⽴ち上げ

成果と課題

■実施内容

■新型コロナ コンテンツ事例調査

→Withコロナの環境下の中、スポーツ関連の各種コンテンツ調査を実施

＊本事業経費計上なし

■動画チャンネルの拡充を推進

前年度、Withコロナの環境下の中、各スポーツのコロナ渦中におけるコンテンツ事例の調査分析を実施。調査結果をベースに。競技団体のもつ権利・
資産の中でどの様な打ち⼿が効果的であるかの検証を⾏い、事務局内に設置したマーケティング事業局を中⼼に、SNSおよびPJ推進のアシスタントディ
レクターを配置し、コンテンツの制作と配信を⾏なった。

→「する」「みる」「ささえる」をベースとしたコンテンツの拡充を図り、特設ウェ
ブコンテンツ・サイトを設置。情報掲載を⾏った。

29



2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進

［１］調査概要

新様式に応じたコンテンツ事例調査

・新様式に応じたコンテンツ事例調査を実施し、コロナ渦でのアクティベーションについて、研究を進めた。新⽣活様式に応じ「今、トライアスロンが出来ること
を」をキャッチコピーに社会貢献事業としてトップパートナーのNTT東⽇本・NTT⻄⽇本と連携を⾏い、都道府県加盟団体を中⼼に実施される事業の⽀援
プログラムを実施。各種コンテンツの開発・推進に務めることができた。
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＊本事業経費計上なし



2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進

［１］調査概要

新様式に応じたコンテンツ事例調査

・新様式に応じたコンテンツ事例調査を実施し、コロナ渦でのアクティベーションについて、ニールセンスポーツと連携の上、研究を進めた。新⽣活様式に応じ
「今、トライアスロンが出来ることを」をキャッチコピーに社会貢献事業としてトップパートナーのNTT東⽇本・NTT⻄⽇本と連携を⾏い、都道府県加盟団体を
中⼼に実施される事業の⽀援プログラムを実施。各種コンテンツの開発・推進に務めることができた。
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＊本事業経費計上なし



2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進

［１］調査概要

SNSレポート／Twitter

ツイート数平均︓181.3 /⽉、フォロワー増加数︓645（12.4％増）
⼤会開催のあった2⽉と再開した10⽉に多くインプレッションを獲得。10⽉は平均⽉の2倍以上のフォロワー増、アクセス数最⼤。インプレッションは
11⽉が最⾼。フォロワー増加数は昨年度から⽐較して－43％。ただ、テストイベント開催都市との⽐較は難しいといえる。

※年間最⼤値＝⾚字表記

ツイート数平均︓213.6 /⽉、フォロワー増加数︓738（14.9％増）
東京2020オリンピック・パラリンピック開催において、2016年リオ⼤会でツイッターを開設して以来のインプレッション最⾼値を8⽉に記録。また、
アジア選⼿権に続き、Tokyo2020クオリフィケーションランキング期間の重要な国際⼤会（横浜他）のあった5⽉にこれまでにない⾼い数値を獲得でき
た。⾃国開催のオリパラ効果もあり、全ての数値において⼤きく伸びた1年となった。

2021実績

2020実績
※実績参照︓Twitterアナリティクス
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＊本事業経費計上なし



2）ソーシャルメディア関連サービスによる情報発信の拡充と推進

［１］調査概要

SNSレポート／FaceBook

2020年︓実績概要

2021年︓実績概要

フォロワー増加数︓467 /年（3.3%増）
⼤会開催機会が激減し、ライブ投稿がなかったことで、昨年よりも記事の作成や情報収集に⼒を⼊れて取り組む必要がある年となった。
最⼤リーチ数を得た投稿は、JISS発信「屋外でのランニング時に気をつけるべきソーシャルディスタンス」に関する紹介の投稿削除案内について。
⼤会が開催された2⽉、COVID-19関連で休⽌宣⾔が出るまでの期間の記事に注⽬度が⾼まった。⼤会開催数が少なかったにもかかわらず、前年に劣らないリーチ数の⾼
い投稿が出来た。⼀⽅で、フォロワー数の伸びは停滞。フォロワー増加数は昨年度から⽐較して－42％で、動きは鈍かった。

※年間最⼤値＝⾚字表記

フォロワー増加数︓354 /年（2.3%増）
前年よりも普及イベント開催数は増えたが、実際の⼤会においてはコロナ禍前同様の開催数の実施はできなかった。＝⼤会開催関連投稿の減少。東京2020オリンピック
・パラリンピックの開催により、NFからの発信に制限があったものの、8⽉9⽉にはフォロワー数がピークに達し、特にオリンピック期間はエンゲージメントとリーチ数
が最⾼値を記録した。※実績値は2022年4⽉11⽇現在。前年度と⽐較指標が異なる。

※実績参照︓Face Bookインサイト
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＊本事業経費計上なし



3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進



3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
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3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進

36
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3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
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3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
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3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
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＊本事業経費計上なし



3）「健康スポーツ＝トライアスロン」 リアル×バーチャル サービスの推進
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＊本事業経費計上なし


